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都立特別支援学校の設置数

障害種別 学校数 備考

視覚障害 ４校

併置校
視・知併置校 １校
聴・知併置校 １校
肢・知併置校 10校
肢・病併置校 ４校
知・病併置校 １校

聴覚障害 ４校

肢体不自由 １８校

知的障害 ４４校

病弱 ５校

合計 ５８校

令和４年４月１日現在



多摩北部

多摩南部

城北

城南

城東

就労支援体制就労支援における５ブロック



都立特別支援学校高等部 就労者数

公立学校統計調査報告書【進路状況調査編】より作成

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度

視覚障害 6 8 5 8 3

聴覚障害 32 26 28 25 14

肢体不自由 6 8 5 6 5

知的障害 710 773 810 804 787
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■事務

26.2%

■物流

12.8%

■小売 12.8%

■飲食厨房

12.4%

■サービス

（清掃等）

21%

■サービス

（介護等）

5.3%

■製造 9.5%

令和２年度都立特別支援学校卒業生における就労先の職域の状況

東京都特別支援教育推進室調査から



１年

２年

自分自身を理解する
様々な職種を知る

自分の適性を見つける
（短期間のインターンシップ）

自分の進路を決める
（長期間のインターンシップ）

高等部を卒業

３年

産業現場等における実習（インターンシップ）の計画



産業現場等における実習(インターンシップ)の流れ

企業訪問・相談

職務設計（本人に適した職務の開発など）

インターンシップ対象の生徒紹介

生徒の事前の面談・打合せ

実習
企業による生徒の職務評価

評価を受けて進路面談



定型的なパソコン入力

社内郵便物の仕分け、配達

社外郵便物の受取、投函

消耗品の補充

ダイレクトメールの封入･

封緘

コピー機・プリンターの紙
補充

会議資料の印刷

会議室の準備

書類のファイリング

書類電子化作業

廃棄書類の裁断 等

1日のスケジュール

時間 仕事内容

9:00～ ミーティング

9:10～ 社内郵便の仕分け、配達

10:00～ パソコン入力

11:00～ コピー機・プリンターの紙補充

11:30～ 会議室準備、会議資料の丁合

12:00～13:00 昼食･休憩

13:00～ 社外郵便受取・仕分け

13:30～ 書類のファイリング

14:30～ ダイレクトメール作成

16:00～ 廃棄書類の裁断

16:30～ 日報記入

17:00 退勤

職務の切り出し

産業現場等における実習(インターンシップ)に向けた職務設計



都立知的障害特別支援学校における重層的な職業教育の展開

普通科

職能開発科

就業技術科

知的障害（軽度から中度）「基礎的職業教育」
任された職務を正確に遂行できる能力を育成

知的障害（軽度）「専門的職業教育」
職責の範囲内で自ら判断し、職務を遂行する能力を育成

知的障害（中度から重度）「職業準備教育」
より個別的な指導が必要な生徒を対象に、働く意欲や態度を
育成し、企業就労を目指すとともに、中度から重度の生徒は、
作業所等の利用に向け日常生活技能を育成

都
立
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

高
等
部

◎社会に参加・貢献できる人材の育成を目指します。



就業技術科・職能開発科の設置



就業技術科と職能開発科の概要

学科名 就業技術科 職能開発科

共通点
【対 象】将来、企業への就労を目指す者
【学級編制】１学級１０名

育成すべき力

習得した知識と技能及び
就労先での経験を基に、
職責の範囲内で自ら判
断し、職務を遂行する能
力を育成します。

就労先で求められる知
識と技能を修得し、任さ
れた職務を正確に遂行
できる能力を育成します。



就業技術科における雇用現場を模した実習室での職業教育

企

業

就

労

流通・
サービス系列

家政・
福祉系列

職
業
教
育
系
列

ビルクリーニング（清掃）コース

ロジスティクス（物流）コース

事 務 コース

食 品 コース

福 祉 コース

基礎 応用 発展

１ 年 ２ 年 ３ 年

トライアル実習
①ビルクリーニング（清掃）
②ロジスティクス（物流）
③事務・情報処理
④食品
⑤福祉
※５つのコースをローテーション
で実習します。

インターンシップ
（就業体験） 産業現場等における実習（現場実習）



就業技術科 第１学年時間割（例）



都立知的障害特別支援学校高等部

就業技術科・職能開発科における就労率の推移

95.2% 95.1% 95.3% 96.6%
91.3%

43.3%
46.4%

49.8% 49.8%
46.4%

0%

50%

100%

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

全都立知的障害
特別支援学校の
就労率

東京都特別支援教育推進室調査から

10年間の平均 ％94.8
就業技術科、職能開発科の就労率



関係機関と連携した進路指導

高等部第１学年 高等部第２学年 高等部第３学年 卒業後１年目以降

学
校
の
主
な
動
き

就業体験①
進路相談
就業体験②
進路相談
就業体験③

現場実習①
進路相談
福祉事務所等訪問
進路相談
現場実習②

求職登録、福祉事
務所相談
現場実習③
進路相談
現場実習④
現場実習⑤

就職※・就労支援機
関等の利用登録の
手続き

入社時訪問

その後、６カ月以
内に職場訪問等

留
意
事
項

・啓発的経験を含ん
だ学習活動(作業学

習、進路先見学な
ど)をベースに、自己

理解や進路情報の
収集を進めていくよ
うにする。

・福祉事務所訪問は、
主に相談機能と地
域の社会資源活用
に関わるもの。

・複数の進路の選択
肢が示され、それら
を比較し、卒業後の
生活への入口となる。

・現場実習④⑤は就
労支援機関と協力

・卒後の生活に関す
る理解を深める

・現場実習⑤は必要
に応じて

・成人判定を誕生日
月以降に

・支援機関利用登
録が完了、もしくは
福祉的就労の場合
は、支援の中心的
役割は支援機関へ
移す



卒業後の支援体制

具体的な支援機関

家庭生活 進路先（就労定着） 地域・余暇 医療・健康 出身学校の役割

担当：

連絡：

支援内容：

担当：

連絡：

支援内容：

担当：

連絡：

支援内容：

担当：

連絡：

支援内容：

担当：

連絡：

支援内容：

•就業場所を管轄する
ハローワーク

・｢地域障害者職業セン
ター」等によるジョブ
コーチ支援

•「東京ジョブコーチ」、
区市等の就労支援機関

•職場への訪問（入社
時、１～２ヶ月時、６ヶ
月時、１年、他）

•本人･保護者からの相
談への対応

•支援機関との連携

保護者との自宅での
生活

通勤寮、グループホー
ムの支援による自立
生活

•出身学校や地域に
よる「青年学級」、
サークル等

•その他

•主治医など



東京都特別支援教育推進計画（第二期）

第二次実施計画

～ 共生社会の実現に向けた特別支援教育の推進 ～

令和4年3月



就労支援（企業開拓）チームによる企業開拓(163ページ)

〇 都内全域を５ブロックに分け編成。

〇 各都立特別支援学校の進路指導担当者の中から専門性の高い教員を委嘱。

〇 企業経営者経験者等の中から見識の高い人材を「就労支援アドバイザー」として登録。

〇 東京都特別支援教育推進室に配置されている「東京都就労支援員」と連携。

就労支援（企業開拓）チーム

進路指導担当教員
【都立特別支援学校】

就労支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
【民間企業経験者等】

東京都就労支援員
【都教育委員会】

【５ブロック】

城南、城北、城東、

多摩南部、多摩北部

連携 各都立特別支援学校

ブロック

就労支援チームの連携が進み、平成28年度からはブロックごとに「企業向けセミナー」を

行うなど、生徒の実習先・就職先の拡大に向けて活動している。



民間等の活用による企業開拓(164ページ)

○ 民間企業を活用して未開拓の実習先企業の発掘

○ 「就労支援（企業開拓）チーム」が企業と職場環が企業と職場環境の調整や実習に向けた調整

○ 東京都特別支援教育推進室から都立特別支援学校高等部へ、生徒の実習先企業として提供

開
拓
業
務
委
託
企
業

企業向け
セミナー

進路担当
教員による
職場開拓

東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
室

企
業
情
報
の

報
告

検討中
企業の
情報

開拓状況
の報告

就労支援アドバイザーの活用
職務分析・職場環境設定を提案
障害者雇用制度の説明等

都
立
特
別
支
援
学
校

職場調整・
実習調整
結果の報告

実習先
情報の
提供

年間150社
以上の企業

開拓

東京都就労支援員
による職場調整・実

習調整

東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
室

受入可
能企業
の情報



・ 区市町村障害者就労支援事業

（就労支援センター）【51区市町】

・ ハローワーク【都内17か所】

・ 障害者就業・生活支援センター

【都内６か所】

・ 障害福祉課【全ての区市町村】

中心的な
役割の移行

職場定着チーム

協力

就労支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
【民間企業経験者等】

東京都就労支援員
【都教育委員会】

進路指導担当教員
【都立特別支援学校】

支援機関

都立特別支援学校における職場定着支援(165ページ)

＜職場定着チーム＞

東京都就労支援員が進路指導担当教員と連携し、都立特別支援学校卒業生の就労先企業への訪問や、地域の就

労支援機関への支援の移行について中心的な役割を果たしていきます。教員の経験等だけに頼ることのない

就労定着支援体制を構築し、都立特別支援学校卒業生の教育から就労への円滑な移行を促進

することで、生徒の実習先企業の拡大から職場定着までを一体的に支援していきます。


